
企
業
努
力
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
力
で
利
用
促
進
を
図
り

た
い
」、「
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
電
車
は
将
来
の
夢
で
あ
る
」、「
高

校
生
活
に
影
響
が
あ
る
。
現
役
高
校

生
と
し
て
何
が
で
き
る
か
真
剣
に
考

え
た
い
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
決
意
表

明
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
人
々
は
こ

れ
ら
の
決
意
に
共
感
し
、
心
を
動
か

さ
れ
ま
し
た
。

名
鉄
応
援
団
の
た
め
の

発
起
人
が
集
結
！

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
な
っ
て

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、「
名

鉄
を
存
続
さ
せ
る
ん
だ
。」と
い
う
気
運

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
19
団
体
の
応

援
団
発
起
人
が
集
ま
り
、
発
起
人
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
発
起
人
会
は
、

⑴
応
援
団
結
団
式
は
、
行
政（
市
役
所
）

主
導
の
結
団
式
で
は
な
く
、
19
団
体

の
創
意
工
夫
で
市
民
の
心
を
動
か
し

た
い
。

⑵
利
用
促
進
の
ア
イ
デ
ア
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
広
く
募
集
し
た
い
。

⑶
蒲
郡
市
民
だ
け
で
は
な
く
、西
尾
市
、

吉
良
町
、
幡
豆
町
の
住
民
へ
も
波
及

さ
せ
た
い
。

な
ど
活
発
に
意

見
が
交
わ
さ
れ
、

9
月
26
日
に
蒲

郡
南
駅
前
広
場

で
開
催
す
る「
市

民
ま
る
ご
と
赤

い
電
車（
西
尾
・

蒲
郡
線
）
応
援

団
結
団
式
」
に

向
け
て
準
備
を

進
め
ま
し
た
。

市
民
ま
る
ご
と
赤
い
電
車

応
援
団
結
団
式

開会前に趣意書を
配布する中学生

■
結
団
式
開
会

当
日
、
会
場
で
は
、
開
始
前
か
ら
市

内
7
中
学
校
の
生
徒
と
応
援
団
発
起
人

が「
市
民
ま
る
ご
と
赤
い
電
車
応
援
団

設
立
趣
意
書
」な
ど
を
通
り
か
か
る

人
々
に
配
布
し
、
結
団
式
前
か
ら
盛
り

上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
開
始
時
刻
に

は
、
総
勢
約
500
人
の
参
加
者
で
広
場
は

埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

10
時
30
分
、
総
合
司
会
の
蒲
郡
中
学

校
3
年
の
星
野
実
咲
さ
ん
と
形
原
中
学

校
3
年
の
中
澤
綾
乃
さ
ん
が
元
気
に
開

会
を
宣
言
。
山
本
喜
是
応
援
団
長（
蒲

郡
市
総
代
連
合
会
会
長
）は
、
19
団
体

の
発
起
人
を
一
人
ず
つ
紹
介
し
、「
決

意
表
明
す
る
代
表
者
の
気
持
ち
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
赤
い
電
車
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。」と
力
強
く
訴
え

か
け
ま
し
た
。

■
名
鉄
の
存
続
を
願
う
熱
い
決
意
表
明

決
意
表
明
で
は
、
19
団
体
の
う
ち
9

人
の
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
力

強
く
述
べ
ま
し
た
。

「
高
校
進
学
の
選
択
肢
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
」、「
一
人
ひ
と
り
が
地
球

の
環
境
に
や
さ
し
い
電
車
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
」、「
蒲
郡
市
内
を
走
る
赤

い
電
車
が
大
好
き
で
、
赤
い
電
車
は

ま
ち
の
一
部
で
あ
る
」、「
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
の
将
来
の
可
能
性
を
つ

ん
で
は
い
け
な
い
。
行
政
や
名
鉄
の

2009.11
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名鉄西尾・蒲郡線がなくなって
しまうかもしれないということは、
受験生にとって非常事態です。も
し、この赤い電車がなくなってし
まったら、僕たちは、高校進学す
るのにとても困ります。交通が不
便になり、高校へ入学したときに通うのがとても難しく
なってしまいます。バスがあったとしても一度に電車の
ような人数で乗ることができません。となると、市内や
近くの高校へいくことが精一杯になってしまい、市外や
遠くの高校へ行きたくても行けなくなってしまいます。
そうすると進路の選択肢が減ってしまいます。
また、蒲郡市の毎年の行事に参加するためこの赤い電
車を使って蒲郡駅にくるお年寄りや家族連れ、小中学生
や高校生はたくさんいると思います。この赤い電車があ
るからこそ蒲郡市の行事は盛り上がると思います。僕は
今日のこの結団式にも赤い電車を利用して来ました。
これからの蒲郡市の活性化と発展や僕たち子どもたち
の将来のためにこの赤い電車は絶対必要な存在です。だ
から僕は蒲郡市を愛する一市民として、この赤い電車を
今後もずっと残して欲しいと思います。

総勢500人が参加した結団式


